
今回は、少しチャーミングな石仏を

ご紹介しましょう。 

写真を見てください。これは唐木田

稲荷神社にある「双体道祖神」と呼ば

れる石仏です。その姿をみればわかる

ように、2 体の男女の像が並んで彫ら

れているため、このように呼ばれます。

双体道祖神は、村の境界を守る守り神

として各地でみられる石仏ですが、多

摩市域ではこの唐木田稲荷神社のもの

が唯一です。 

この像には「奉造立道祖神講中安全

祈同行十人 □保元辛酉天六月日願主

横倉與兵衛」という銘が彫られていま

す。年号は「□保元年」とあり、一字

が欠けていますが、おそらく寛保元年

（1741）のことと思われます。願主の

「横倉與兵衛」は江戸時代の初めごろ

から唐木田に住んでいたとされる「唐

木田三家」（横倉家・高村家・古澤家）

のひとつ横倉家の人物で、有力な豪農

でした。この像は、今から 276年前に、

横倉與兵衛が 10 人の仲間たちと共に

安全を祈って建立したものだと考えら

れます。 

この双体道祖神は、かつては「あら

たの辻」と呼ばれる場所に、宝永 5年 

(1708)、寛政 12年

(1800)建立の 2 体

の庚申塔とともに

立っていました。

姿もかわいらしく､

お祭りの時には、村

の人が像に化粧を

ほどこすなど、人々

にたいへん親しま

れた石仏でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、戦時中には、男女をかたどっ

た像は「風紀を乱す」としてとがめら

れることになり、この双体道祖神は、

昭和 12年（1937）、唐木田稲荷神社の

参道のそばの覆屋に、2 つの庚申塔と

ともに入れられたそうです。 

やがて昭和 50年代になると、多摩ニ

ュータウン開発に伴う区画整理が始ま

ります。唐木田稲荷神社は、平成元年

（1989）に現在地に再建され、石仏群

も唐木田稲荷神社の境内の覆屋に安置

されることになりました。 

多摩ニュータウン開発の区画整理に

よって寺社に集められることになった

石仏は、この双体道祖神だけではあり

ません。開発前の多摩で道端に立って

いた石仏たちの多くが、開発を契機と

して寺社や共有地に集められました。

唐木田稲荷神社のほか、下落合八坂神

社などでも、かつて道端にあった多く

の石仏を見ることができます。神社や

お寺に行ってみたら、ぜひそこにある

石仏にも注目してみてください。 

※本稿は、石仏調査会ボランティアの成果および 

『開発を見つめた石仏たち』､ 峰岸松三氏からの
聞き取り調査などをもとに記載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

九月の候 
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してキビの実もアワの実も黄色い粒で

よく似ています。近年、五穀米などで

雑穀を目にする機会も増えましたが、

一般的には小鳥のエサとして見ること

の方が多いかもしれません。ところで

キビというと岡山名物の吉備団子を思

い出しますが、こちらはキビではなく

白玉粉が原材料です。岡山の桃太郎伝

説にちなみ、黍
き び

と吉備を掛けて命名さ

れたそうです。 

「今昔 くらしぶり図絵」によると、

キビやアワを作った理由は、夏場の乾

燥に強いことだそうで、アワは「水不

足で稲の作付けが不能になった田甫に

移植して収穫した事もあった」そうで

す。キビもアワもイネと同様、糯
も ち

と粳
うるち

 

があり、主に糯の品種を栽培していま

した。キビは餅や団子に、アワは米に

混ぜたり餅にして食べたそうです。ま

た、茎葉は家畜の餌や畑の肥料として

利用しました。そんな多摩丘陵の農業

を象徴するようなキビとアワですが、

昭和 30 年代には姿を消してしまった

そうです。 

最近、炊いた糯キビを食べさせてい

ただく機会があり、その美味しさに驚

きました。栄養価も高くお勧めです。

ただし食欲の秋なので食べすぎには気

をつけて。 

参考：「今昔 くらしぶり図絵」（峰岸松三著、 
   私家版、1992年）、 

「タネをまく縄文人」（小畑弘己著、 

吉川弘文館、2016年） 

 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。首都大学
東京・東京医療学院大学非常勤講師。 

収穫の秋です。今月には早場の新米

が出ますが、ニュータウン開発前の多

摩では日照時間が短く、わき水を水源

とする谷戸田での稲作のため、田植え

も稲刈りも遅く、収穫は 10月下旬以降

でした。収量も味もいまいちでした。 

さて、今回の話題はお米ではなく雑

穀です。イネは寒さに弱く、北日本や

高地では稲作ができない地域もありま

す。岩手県北部の山間部では昭和 30年

代まで雑穀のヒエが主食だったそうで

す。長野県でソバの生産が多いのも然

り。そして多摩丘陵も必要量の米を確

保することが難しい地域でした。 

畑でオオムギやコムギを作り、さら

に水田の二毛作でも麦類を作ったそう

です。麦飯を中心に、うどんやたらし

焼きなど麦類は日常的に食べられ、雑

穀のキビやヒエも栽培していたことが

峰岸松三氏著「今昔 くらしぶり図絵」

からわかります。 

ここで少しキビとアワの説明をしま

す。キビはインド、アワは東アジアが

原産と推定されており、いずれもイネ

より早い縄文時代に日本に渡来したこ

とがわかっています。アワはエノコロ 

グサが改良されたものと考えられてい

ますが、キビは原種がわかっていません。 

キビの葉はトウモロコシに似てい

て、穂はしなだれた箒
ほうき

のようです。そ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ９月１８日(月・祝)  13:30開場  1４:00開演 

筆者紹介：仙仁 径(せんに けい) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。多摩市み
どりと環境審議委員。「多摩の谷戸と農のい
となみ」「多摩ニュータウン植物観察記」な
どの展示をてがける。 

東京音楽大学卒

業。シュガーホー

ル新人演奏会・

ABC 新人コンサ

ート・オーディシ

ョン合格。現在ア

ンサンブルピアニ 

ストとして、管楽器奏者との共演

を中心に活動を行う他、音楽教室

の講師も務めている。 

■吉國 美紀(よしくに みき) 

 

■丸山 佳織(まるやま かおり) 

愛知県立芸術大

学卒業。桐朋オー

ケストラ・アカデ

ミー研修課程修

了。2015 年小澤

征爾音楽塾のオ

ペラ・プロジェク 

トⅧに参加。現在ソロや室内楽、

吹奏楽やオーケストラなどの様々

な演奏活動を行っている。 

 

 

双体道祖神(唐木田稲荷神社蔵) 
平成 21年（2009）撮影 

  

 

 

「今昔 くらしぶり図絵」より 
 

発行： 2017 年 8 月 27 日 （隔月発行）     No.044 
唐木田コミュニティセンター運営協議会 編集： 広報部会 

公式ホームページ：http://karakida.org/ 

メールアドレス：info@karakida.org 

愛知県立芸術大学

卒業。桐朋オーケ

ストラ・アカデミ

ー研修課程修了。

2015 年小澤征爾

音楽塾「子供のた

めの音楽会」参加。 

新日本 BGM フィルハーモニー

管弦楽団団員。桐朋学園大学管

楽器嘱託演奏員。 

石仏の旧在地 『多摩市の町名』より作成 
（『開発を見つめた石仏たち』所収） 

橋場万里子  

≪パルテノン多摩音楽家派遣事業≫ 

多摩の歴史さんぽ（５） 「今昔 くらしぶり図絵」を植物から読み解く（４） 

 

 

仙 仁  径 

 

 

唐木田稲荷神社の双体道祖神 

 

 

 

会  場 ： ロビー     

入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 吉國 美紀(ピアノ) 炭崎 友絵(オーボエ ) 

       丸山 佳織(ファゴット ) 

主  催 ： 文化部会 

 

■炭崎 友絵(すみざき ともえ) 

 

 

しょうぶかん 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

菖蒲の会（高齢者食事会） 

～ 厳しい夏も終わり、ほっと一息の今日この頃・・！   

みなさんとご一緒に食事をしながら楽しい一時を過ごしましょう！～ 

☆日 時：9月 20日(水) 12:00～13:30 
☆場 所：1階ギャラリー 

☆対象者：市内在住の 75歳以上の方 

     （付き添いの方もご一緒にどうぞ） 

☆参加費：1人 300円 

☆定 員：18名(申込み先着順、受付 10:00～) 

     ※本人が直接申込み下さい（電話可） 

☆献 立：松の実おこわ、天ぷら(精進揚げ）、茶碗蒸し、 

もずくの酢の物、お吸い物、デザート 

※アレルギーの方はご相談下さい 

☆主 催：福祉部会    

大人のためのクラフト  

～ ちょっと早めのハロウィン ステンドグラス ～ 

☆日 時：9月 10日(日) 9:40～12:00 

☆場 所：1階第１会議室  

☆定 員：10名 要予約(受付 10:00～) 

☆参加費：1000円(材料費込み)   

☆主 催：文化部会 

パソコン教室 

～ WORD入門（初級） ～ 

☆日 時： 9月 28日 

10月 5日、12日、19日、26日 

11月 2日、 9日 

毎週木曜 10:00～12:00 

☆場 所：第 2会議室 

☆定 員：5名(申込み先着順 受付 10:00～) 電話受付可 

☆受講料：4000円(7 回分一括納入) 

☆機 器：ノートパソコン(Windows10)を貸与 

☆主 催：地域 ICT化支援特別委員会 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 9月 19日(火) 14:00～16:00 

     10月 17日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1階第１会議室 

☆参加費：無料(直接会場へ) 

     ※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会、 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 

第 29回からきだ菖蒲館 地域健康・医療講座 

「介護のコツ、学んでみませんか？」 

～衣類の着脱、車イスの操作など～ 

☆日 時：10月 1日(日) 14:00～15:30 
☆場 所：2階ホール 

☆参加費：無料（当日、直接会場にて受付） 

☆講 師：矢島幸子氏（ケアマネジャー） 

☆持ち物：飲み物、タオル 

カーディガンなどの前あきの 

服持参。お子様の参加も歓迎！ 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 71回  9月 17日(日) 9:00～11:00 
第 72回 10月 8日(日) 9:00～11:00 

毎月 1回実施（原則第 3日曜日）     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

ペチュニア  

  

 

ハロー From Shobukan 

 

からきだ菖蒲館広報紙 

 

絵本よみきかせ ～ おはなしのいす ～ 

☆日 時： 9月 2日(土) 11:00～11:40 
     10月 7日(土) 11:00～11:40 

☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会  

☆問合せ：042-376-4538（白石） 

 

菖蒲館ウォーキング 

〜 彼岸花と六部塚・源流 〜 

☆日 時：９月 28 日(木) 雨天の場合は 9月 29日(金) 
☆コース：菖蒲館 ～ 奥州古道 ～ 野中谷戸 

～よこやまの道 ～ 菖蒲館 

 約 7ｋｍ、3時間余  

☆申込み：当日直接 9:30 菖蒲館 

☆参加費：100円（保険代ほか） 

☆持ち物：弁当、飲み物、帽子、雨具等 

     歩きやすい靴と服装で。登り下りがあります 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

 

 

唐木田コミュニティセンター 

事務局スタッフ募集中 ≪8/30(水)まで≫ 

☆募集人員：若干名 

☆勤務内容：受付・事務・施設管理業務 

☆勤務時間：一日勤務 8:45～16:45  

     時間勤務 早番  8:45～12:45 

遅番 11:45～16:45 

☆募集条件：原則多摩市民 要 PC基本操作 

徒歩、自転車等で通勤できる方 

☆応 募：詳細は応募要項参照 

(受付で配布 10:00～20:00) 

     8月 30日(水)までに履歴書持参 

(休館日 28日を除く) 

☆面接日：9月 3日(日) 

 

次号｢菖蒲館まつり特集号｣（10月 1日発行予定）をご覧ください。 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花で

いっぱいです。協力員の方々とご一緒にご参加下さい。 

☆日 時： 9月 16日(土)10:00～ 

     10月 21日(土)10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

 

 

 

 

 

次号は｢菖蒲館まつり特集号｣ 10月 1日 発行予定 

 

 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

  

 

インパチェンス 

ペ チ

ュニア  

ペチ  

 

ペチ ュニ

ア  

ペチ ュ

ニア  

 

    

白花曼珠沙華 

2017.7.15 菖蒲館コンサートより 


